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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年9月24日(2015.9.24)

【公開番号】特開2014-40026(P2014-40026A)
【公開日】平成26年3月6日(2014.3.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-012
【出願番号】特願2012-182542(P2012-182542)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/42     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/42     　　　Ｆ
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３８６　

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月7日(2015.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明の画像形成装置は、ユーザが前記画像処理装置に対
して行うべき種々の操作毎に設けられた複数の動画を記憶する第１の記憶手段と、メンテ
ナンスイベントを識別するためのメンテナンス識別情報に対応付けて、再生すべき動画の
組合せを示す情報を記憶する第２の記憶手段と、メンテナンスイベントの発生を検出する
検出手段と、前記検出手段により検出したメンテナンスイベントを識別するためのメンテ
ナンス識別情報に対応づけて前記第2の記憶手段により記憶されている動画の組合せを示
す情報に基づいて、前記第1の記憶手段に記憶されている複数の動画の中から、再生すべ
き複数の動画を取得する取得手段と、前記取得手段により取得した前記複数の動画を一連
の動画として再生中に、前記取得した動画の総再生時間を表示する表示手段と、を有する
ことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像処理装置であって、
　ユーザが前記画像処理装置に対して行うべき種々の操作毎に設けられた複数の動画を記
憶する第１の記憶手段と、
　メンテナンスイベントを識別するためのメンテナンス識別情報に対応付けて、再生すべ
き動画の組合せを示す情報を記憶する第２の記憶手段と、
　メンテナンスイベントの発生を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出したメンテナンスイベントを識別するためのメンテナンス識別
情報に対応づけて前記第2の記憶手段により記憶されている動画の組合せを示す情報に基
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づいて、前記第1の記憶手段に記憶されている複数の動画の中から、再生すべき複数の動
画を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得した前記複数の動画を一連の動画として再生中に、前記取得し
た動画の総再生時間を表示する表示手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記取得手段により取得した前記複数の動画それぞれの再生時間に基づいて、当該複数
の動画の総再生時間を算出する算出手段を有し、
　前記表示手段は、前記算出手段により算出した総再生時間を表示することを特徴とする
請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第１の記憶手段は、前記複数の動画夫々の再生時間を示す再生時間情報を記憶して
おり、
　前記算出手段は、前記第1の記憶手段により記憶されている再生時間情報に基づいて、
前記取得手段により取得した前記複数の動画の総再生時間を算出することを特徴とする請
求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記総再生時間と共に、現在の再生時間を表示することを特徴とする
請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第２の記憶手段は、再生すべき動画の組合せを示す情報と共に、各動画の再生順を
、前記メンテナンス識別情報と対応づけて記憶しており、
　前記第２の記憶手段に記憶された前記再生順に従って、前記取得手段により取得した前
記複数の動画が順に再生されることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の
画像処理装置。
【請求項６】
　前記検出手段は、メンテナンスイベントとして、所定のトナー容器の交換が必要になっ
たことを検出可能であることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項７】
　前記取得手段は、前記検出手段により所定のトナー容器の交換が必要になったことを検
出するのに従って、少なくとも、前記所定のトナー容器の装着箇所を露出させるためのト
ナーカバーを開く手順を示す動画と、前記所定のトナー容器を交換する手順を示す動画と
、前記トナーカバーを閉じる手順を示す動画と、を取得することを特徴とする請求項６記
載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記検出手段は、メンテナンスイベントとして、所定の用紙ジャムの発生を検出可能で
あることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記取得手段は、前記検出手段により所定の用紙ジャムの発生を検出するのに従って、
少なくとも、ジャムの発生箇所の搬送路を露出させるためのカバーを開く手順を示す動画
と、ジャム紙を除去する手順を示す動画と、前記カバーを閉じる手順を示す動画と、を取
得することを特徴とする請求項８記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　原稿上の画像を読み取って画像データを生成する読み取り手段を有することを特徴とす
る請求項１から９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　画像データに基づいて印刷を行う印刷手段を有することを特徴とする請求項１から１０
のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
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　ユーザが画像処理装置に対して行うべき種々の操作毎に設けられた複数の動画を記憶す
る第１の記憶手段と、メンテナンスイベントを識別するためのメンテナンス識別情報に対
応付けて、再生すべき動画の組合せを示す情報を記憶する第２の記憶手段と、を有する画
像処理装置の制御方法であって、
　メンテナンスイベントの発生を検出する検出工程と、
　前記検出工程において検出されたメンテナンスイベントを識別するためのメンテナンス
識別情報に対応づけて前記第2の記憶手段により記憶されている動画の組合せを示す情報
に基づいて、前記第1の記憶手段に記憶されている複数の動画の中から、再生すべき複数
の動画を取得する取得工程と、
　前記取得工程において取得した前記複数の動画を一連の動画として再生中に、前記取得
した動画の総再生時間を表示する表示工程と、
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１から１１のいずれか１項に記載の画像処理装置として機能さ
せるためのプログラム。
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